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令
和
3
年
６
月
10
日
、
埼
玉
県
農
業
共
済

会
館
４
階
で
第
5
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
書
面
で
の
議
決
権
行
使
を
お
願
い
し
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
実
施
で
す
。

　
令
和
2
年
度
事
業
報
告
や
令
和
3
年
度
事

業
計
画
な
ど
、
全
11
議
案
が
原
案
ど
お
り
、

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
井
上
清
組

合
長
は
「
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
で
は
、

４
月
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
６
月
20

日
ま
で
延
長
さ
れ
る
な
ど
、
終

息
の
き
ざ
し
が
見
え
な
い
非
常

事
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の

通
常
総
代
会
に
つ
い
て
も
、
昨

年
に
引
き
続
き
規
模
を
縮
小
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
こ
と

に
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
今
の
気
候
変
動
の
影
響
に

よ
る
自
然
災
害
の
激
甚
化
や
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
農
業

経
営
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た

農
業
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
か
か
る
自
粛
に
よ
る
売

上
減
少
な
ど
、
農
業
者
が
備
え

る
べ
き
リ
ス
ク
も
多
様
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
農
業
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
に
、
農
業
保

険
法
の
下
、
農
業
共
済
事
業
と

収
入
保
険
事
業
へ
加
入
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

議
長
に
は
、
坂
戸
市
の
加
藤

清
総
代
が
選
任
さ
れ
、
議
事
録

署
名
人
に
は
深
谷
市
の
岩
崎
行

雄
総
代
、
羽
生
市
の
江
森
滋
男

総
代
が
指
名
さ
れ
、
議
事
進
行

に
入
り
ま
し
た
。
慎
重
な
審
議

の
結
果
、
全
11
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
で
は
「
農

業
共
済
事
業
」
及
び
「
収
入
保

険
事
業
」
の
実
施
主
体
と
し
て
、

役
職
員
が
一
体
と
な
り
「
組
合

員
あ
っ
て
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
あ

る
」
と
の
強
い
認
識
の
も
と
、

「
組
合
員
の
た
め
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あいさつする井上清組合長 議長をつとめた加藤清総代

本 人 出 席
21名

書 面 出 席
168名

第
５
回
通
常
総
代
会

全
議
案
を
可
決
・
承
認
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農
業
共
済
の
発
展
に
貢
献

－

令
和
２
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

－

　

長
年
に
わ
た
り
農
業
保
険
事
業
の
運
営
と
、
組
合
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
地
区
農
業
共
済
建
物
推
進
協
議
会　
個
人
表
彰

　
中
部
統
括
管
内　
　
金　
丸　
太
光
雄
（
川
越
市
）

　
北
部
統
括
管
内　
　
金　
子　
次　
男
（
本
庄
市
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
幼　
方　
光　
夫
（
加
須
市
）

埼
玉
県
農
業
共
済
組
合　
功
績
者
表
彰

【
基
礎
組
織
功
績
者
】

　
中
部
統
括
管
内　
　
室　
岡　
孝　
志
（
狭
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉　
藤　
隆　
男
（
毛
呂
山
町
）

　
北
部
統
括
管
内　
　
吉　
野　
勝　
彦
（
熊
谷
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加　
藤　
虎　
三
（
横
瀬
町
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
小　
林　
丈　
夫
（
蓮
田
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田　
中　
恒　
夫
（
草
加
市
）

【
収
入
保
険
加
入
推
進
功
績
者
】

　
中
部
統
括
管
内　
　
千　
野　
寿　
政
（
小
川
町
）

　
北
部
統
括
管
内　
　
篠　
﨑　
　
　
勝
（
深
谷
市
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
馬　
場　
　
　
毅
（
鴻
巣
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案　

�

令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
、
財

産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び

不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

令
和
３
年
度
事
業
計
画
設
定
並

び
に
事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収

方
法
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　
役
員
報
酬
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

損
害
評
価
会
委
員
、
共
済
支
部

長
及
び
顧
問
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
に
つ

い
て

第
６
号
議
案　
借
入
金
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

�

特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い

て

第
８
号
議
案　

�

未
収
掛
金
等
債
権
の
損
金
処
理

に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

�

事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

第
10
号
議
案　

�

損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診

療
所
運
営
委
員
選
任
に
つ
い
て

第
11
号
議
案　

�

事
業
実
施
体
制
改
善
計
画
に
つ

い
て
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■農作物共済 前年比
引受面積（a） 2,165,643 88.2%
共済金額（千円） 11,150,094 87.2%
支払共済金（円） 49,658,408

■果樹共済 前年比
引受面積（a） 6,353 85.2%
共済金額（千円） 351,750 89.6%
支払共済金（円）17,908,980

■建物共済 前年比
引受棟数(棟) 116,765 96.0%
共済金額（千円）1,349,478,770 96.1%
支払共済金（円） 205,588,363

令和２年度　事　業　報　告

令和３年度　事　業　計　画

総共済金額　1兆4,022億円引受実績

総共済金額　1兆3,746億円引受目標

■畑作物共済 前年比
引受面積（a） 18,797 93.3%
共済箱数(箱) 63.0 61.5%
共済金額（千円） 45,003 81.2%
支払共済金（円） 5,630,782

■園芸施設共済 前年比
引受棟数(棟) 8,934 113.3%
共済金額（千円）15,289,192 122.7%
支払共済金（円）22,958,832

■農機具共済 前年比
引受台数（台） 11,744 103.2%
共済金額（千円） 23,578,830 106.6%
支払共済金（円） 88,080,441
※農機具更新共済満期支払い金を除く

■農作物共済
引受面積（a） 2,750,850
共済金額（千円） 16,156,095

■果樹共済
引受面積（a） 11,296
共済金額（千円） 622,229

■建物共済
引受棟数（棟） 112,792
共済金額（千円） 1,306,640,140

■畑作物共済
引受面積（a） 20,889
共済箱数（箱） 82.0
共済金額（千円） 64,625

■園芸施設共済
引受棟数（棟） 9,500
共済金額（千円） 24,904,241

■農機具共済
引受台数（台） 12,360
共済金額（千円） 23,554,480

■家畜共済
死
亡
廃
用

引受頭数（頭） 15,663
共済金額（千円） 2,555,546

疾
病
傷
害

引受頭数（頭） 8,284
共済金額（千円） 140,474

事
業
計
画

事
業
計
画

　

令
和
３
年
度
は
、
総
共
済

金
額
１
兆
３
，
７
４
６
億
円

を
目
標
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
の
「
農
業
保

険
」
を
関
係
団
体
・
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
多
様

な
農
家
・
経
営
体
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
提
案
型
推
進
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
収
入
保
険
制
度
を

普
及
さ
せ
る
た
め
、
加
入
申

請
対
象
者
が
青
色
申
告
農
業

者
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

顧
問
税
理
士
に
よ
る
青
色
申

告
相
談
会
を
行
い
、
対
象
農

業
者
や
収
入
保
険
に
興
味
の

あ
る
農
業
者
を
把
握
し
、
普

及
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

事
業
報
告

事
業
報
告

　

令
和
２
年
度
は
、
総
共
済

金
額
１
兆
４
，
０
２
２
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て

は
、
目
標
を
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
が
、
経
営
体
数

は
前
年
比
220
・
7
％
、
補
償

額
は
前
年
比
256
・
2
％
と
増

加
し
ま
し
た
。

　

被
害
は
、
水
稲
の
い
も
ち

病
が
多
く
見
ら
れ
た
ほ
か
、

麦
、
大
豆
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ

に
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

建
物
共
済
で
は
、
落
雷
や
強

風
な
ど
に
よ
り
452
棟
、
農
機

具
損
害
共
済
に
つ
い
て
は
、

接
触
、
異
物
の
巻
込
み
、
盗

難
に
よ
る
盗
取
な
ど
に
よ
り

233
台
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

■家畜共済 前年比
死
亡
廃
用

引受頭数（頭） 14,755 94.2％
共済金額（千円） 2,185,296 96.1％
支払共済金（円） 119,055,944

疾
病
傷
害

引受頭数（頭） 8,623 95.5％
共済金額（千円） 146,788 95.8％
支払共済金（円） 108,897,817

※

■収入保険 前年比
加入経営体数 1,044 220.7％

■収入保険
加入経営体数 2,000
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農作物共済
　
令
和
４
年
産
以
降
に
つ
い
て
は
、
下

記
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
参
考
に
、
自

身
の
経
営
内
容
に
見
合
っ
た
補
償
内
容

で
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

麦
共
済
の
一
筆
方
式
が

令
和
３
年
産
で
廃
止
さ
れ
ま
す

Q
一
筆
方
式
廃
止
後

は
、
一
筆
ご
と
の

補
償
を
し
て
も
ら
え
な
い

の
？A

一
筆
半
損
特
約
を

付
加
す
れ
ば
補
償

が
で
き
ま
す
！

　
筆
ご
と
に
５
割
以
上
の
減
収
と

認
め
ら
れ
る
場
合
、
基
準
収
穫
量

の
１
／
２
を
減
収
量
と
み
な
し
て

共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

の
１
／
２
を
減
収
量
と
み
な
し
て

自分にあった方式・保険を確認

いいえ

はい はいいいえ いいえ

収穫量の減少
品質の低下も補償してほしい

被害状況に応じた
補償をしてほしい

はい いいえ

ＪＡ等に概ね全量を出荷しており
収穫量・販売数量の把握ができる

①収入保険
　農業収入金額が基
準収入金額の９割※を
下回った場合に補て
ん金等を支払う保険
です。
　自然災害や病虫害、
鳥獣害はもちろん、
怪我や病気などによ
る収穫不能や価格低
下等、経営努力では
避けられない収入減
少のリスクも補償し
ます。

②災害収入共済方式
　収穫量の減少及び品
質を加味した生産金額
が基準生産金額の９割※
を下回った場合に共済
金を支払う方式です。

③全相殺方式
　実収穫量が基準収穫
量の９割※を下回った場
合に共済金を支払う方
式です。

④半相殺方式
　収穫量が基準収穫量
の８割※を下回った場合
に共済金を支払う方式
です。

⑤地域インデックス方式
　統計単位地域ごとの統計単
収が基準統計単収の９割※を
下回った場合に共済金を支払
う方式です。

はい

青色申告をしている ※最高補償割合
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伊
藤
さ
ん
夫
妻
は
、
露
地

60
㌃
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ネ

ギ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
販
売
を
主
軸
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
産
直
通
販
サ
イ
ト
「
食
べ
チ
ョ

ク
」
や
「
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど

で
購
入
で
き
ま
す
。

　

花
園
フ
ァ
ー
ム
で
一
番
人
気
の
商
品

は
、
ほ
う
れ
ん
草
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ネ
ギ
な
ど
を
詰
め
合
わ
せ
た
「
野
菜
セ

ッ
ト
」。
注
文
が
入
る
と
、
指
定
さ
れ

た
日
時
に
合
わ
せ
、
発
送
日
の
朝
に
一

斉
に
収
穫
。
旬
の
新
鮮
な
野
菜
が
届
く

と
あ
っ
て
好
評
で
す
。

　
「
ネ
ッ
ト
販
売
で
は
、
購
入
者
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
が
届
き
ま
す
。
お
い
し
い

と
い
っ
た
声
の
ほ
か
、
商
品
へ
の
不
満
、

レ
シ
ピ
を
教
え
て
ほ
し
い
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
や
り
取
り
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
智
さ
ん
。
丁

寧
な
レ
ス
ポ
ン
ス
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
鮮

度
の
良
い
野
菜
を
自
信
を
持
っ
て
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
一
層
気
を
引
き
締
め

た
い
で
す
」
と
意
欲
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

夢
は
カ
レ
ー
屋
さ
ん

　

今
後
は
深
谷
の
名
産
で

あ
る
ネ
ギ
栽
培
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

さ
ら
に
、「
夫
婦
と
も
に
料

理
が
好
き
な
の
で
、
自
家
製

野
菜
や
地
元
の
野
菜
が
た

っ
ぷ
り
入
っ
た
カ
レ
ー
屋

さ
ん
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

い
で
す
」
と
夢
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

農農をを彩彩れれ
新
鮮
野
菜
を
お
届
け

深
谷
市
宿
根
　
花
園
フ
ァ
ー
ム
　
伊
藤
　
　
智
さ
ん
（
57
）

　
　
　
貴
子
さ
ん
（
44
）

　

悟
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
渋
谷
農
園

で
は
、
80
㌃
で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
「
ヘ

イ
ワ
ー
ド
」「
紅
妃
」
の
２
品
種
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
キ
ウ
イ
は
園
内
で
直

売
す
る
ほ
か
、
隣
接
す
る
「
Ｑ
ｕ
ｉ
Ｑ

ｕ
ｉ
渋
谷
農
園
」
で
加
工
品
を
販
売
。

Ｑ
ｕ
ｉ
Ｑ
ｕ
ｉ
渋
谷
農
園
は
妻
の
昭
子

さ
ん
が
代
表
を
務
め
、
夫
婦
で
役
割
分

担
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

渋
谷
農
園
で
と
も
に
働
く
、
父
の
弘

さ
ん
（
80
）
は
キ
ウ
イ
の
栽
培
を
始
め

て
40
年
。「
基
本
は
土
づ
く
り
」と
話
し
、

毎
年
２
〜
３
年
寝
か
せ
た
自
家
製
堆
肥

を
園
地
に
ま
い
て
い
ま
す
。

　

渋
谷
農
園
で
作
ら
れ
る
紅
妃
（
商
品

名
「
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
」）は
、
ヘ
イ
ワ
ー

ド
に
比
べ
小
ぶ
り
で
す
が
酸
味
が
少
な

く
、
糖
度
18
度
以
上
。
中
に
は
20
度
を

超
え
る
果
実
も
多
く
あ
る
そ
う
で
す
。

新
商
品
開
発
に
意
欲

　

北
海
道
帯
広
生
ま
れ
の
昭
子
さ
ん
は
、

地
元
の
名
産
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
や
狭
山

茶
を
使
っ
た
抹
茶
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
な

ど
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
「
今
後
も
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
健
康
に
配
慮
し
た

ス
ム
ー
ジ
ー
な
ど
の
新
商
品
の
開
発
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

糖
度
満
点
　
蓮
田
市
産
キ
ウ
イ

糖
度
満
点
　
蓮
田
市
産
キ
ウ
イ

蓮
田
市
上
平
野
　
渋
谷
　
　
悟
さ
ん
（
52
）

　
　
　
昭
子
さ
ん
（
47
）

▲  ＱｕｉＱｕｉ渋谷農園で
販売する「キウイＷ
サンデー」660円（税
込み）

▲  お店イチ押しのキウイを
使った帯広名物「豚どんの
たれ」693円（税込み）

▲  レッドスターは10月、ヘイワードは
11月に収穫を迎えます



7

　

タ
ケ
ノ
コ
の
家
庭
料
理
と
い

え
ば
煮
物
や
炊
き
込
み
ご
飯
を

連
想
し
ま
す
が
、
今
回
は
近
所

に
お
す
そ
分
け
し
た
際
に
教
え

て
も
ら
っ
た
と
い
う
、
い
つ
も

と
は
少
し
違
っ
た
お
す
す
め
の

二
品
で
す
。

　

ピ
リ
辛
メ
ン
マ
は
、
調
理
が

簡
単
で
、
ご
飯
の
お
か
ず
に
も

酒
の
肴
に
も
最
適
な
た
め
定
番

の
一
品
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
タ
ケ
ノ
コ
は
旬
の
終
わ
り

頃
の
、
下
方
の
か
た
く
て
繊
維

質
の
部
分
を
使
う
と
、
食
感
も

良
く
、
よ
り
お
い
し
く
で
き
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
は
旬
の
野

菜
で
彩
り
、
見
た
目
も
華
や
か

な
食
欲
を
そ
そ
る
一
品
で
す
。

　

今
年
の
タ
ケ
ノ
コ
は
、
収
量

が
少
な
い
た
め
出
荷
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
知
人
に
タ
ケ
ノ
コ

狩
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
、

近
所
の
人
に
お
す
そ
分
け
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
採
れ
た
て
の

タ
ケ
ノ
コ
は
や
わ
ら
か
く
、
食

感
も
良
い
と
評
判
で
す
。

　農家さんの育てた自慢の農産物と、
おいしい食べ方をご紹介

我が家の一品

　

神
山
農
産
企
画
は
神
山
さ
ん

夫
妻
と
長
女
の
久
美
さ
ん
、
従

業
員
の
赤
沼
裕
さ
ん
（
65
）
の

４
人
で
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

約
33
㌶
で
米
麦
、
大
豆
、
そ
ば

を
作
付
け
る
ほ
か
、
タ
ケ
ノ
コ

の
生
産
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
神
山
家
で
定
番
の
、

タ
ケ
ノ
コ
を
使
っ
た
「
ピ
リ
辛

メ
ン
マ
」
と
「
彩
り
野
菜
の
ペ

ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
」
の
レ
シ
ピ
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

食
感
を
楽
し
ん
で

「
タ
ケ
ノ
コ
」

滑
川
町
福
田　

神
山
農
産
企
画

神
山　

昌
美
さ
ん
（
68
）

　

久
恵
さ
ん
（
69
）

久
美
さ
ん
（
43
）

準　備
①  あく抜きしたタケノコを柔らかくなるまで
茹でる。短冊切りし、手で適当な大きさに
裂く。

② 鷹の爪は輪切りにする。

作り方
①  フライパンにごま油を熱し、タケノコ、鷹
の爪を炒める。

②  ①にAを入れ、汁気がなくなるまで煮詰め
る。

③  最後にラー油をお好みで回しかけ、完成。

材　料（４人分）
タケノコ
　……中１本
鷹の爪
　………１本
ごま油
　……大さじ１
Ａ麺つゆ……100㏄
Ａ水 ………… 50㏄
ラー油………お好み

タケノコを使ったおすすめレシピ♪

彩り野菜のペペロンチーノ ピリ辛メンマ
パスタ………200g
B鷹の爪………３本
Bあく抜きした
  タケノコ……中½  
（上の方を使う）
Bアスパラガス

………４本
Bベーコン… 200g
ニンニク……少々
有塩バター… 40g
スナップエンドウ

………５房
塩コショウ……適量
ミニトマト……７個

材　料（２人分）

◀ 左から赤沼さん、昌美さん、久恵さん、久美さん

準　備
① パスタは茹でておく。
②  鷹の爪、タケノコ、アスパラガスは一口
大に、ニンニクは薄切りにする。ミニト
マトは半分に切っておく。

③  アスパラガスやスナップエンドウは下茹
でしておくと炒めやすい。

作り方
① フライパンにバターを入れ、ニンニクを焦げ目がつくまで炒める。
②  ①に Bを入れ３分ほど炒めたら、茹で上がったパスタとスナッ
プエンドウを加える。

③  塩コショウで味をととのえ、お皿に移しミニトマトをそえたら完
成。

①  あく抜きしたタケノコを柔らかくなるまで
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収入保険

県内１０４４経営体が加入

約３人に１人の方に補てん金をお支払い

　

異
常
気
象
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
12
経
営
体
に
対
し

て
、
９
，
４
０
２
万
円
の

融
資
を
実
施
し
ま
し
た
。

保
険
期
間
中
に
収
入
が
落

ち
込
ん
で
、
運
転
資
金
が

厳
し
く
な
っ
て
も
、
つ
な

ぎ
融
資
で
安
心
で
す
。　

　

令
和
元
年
ま
で
の
10
年

間
の
被
害
状
況
を
基
に
算

定
し
、
３
年
に
１
度
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

※
令
和
４
年
１
月
以
降
、
危
険

段
階
区
分
ご
と
の
料
率
も
改

定
と
な
り
ま
す
。

加
入
者

加
入
者

増
加
中

増
加
中
！！

ぐぐ
〜
ん
と

〜
ん
と

　

令
和
２
年
度
は
多
く
の
農
家
の
皆
さ
ま
に
保
険

を
知
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
個
人
・
法
人
を

合
わ
せ
て
１
，
０
４
４
経
営
体
の
加
入
が
あ
り
ま

し
た
。
加
入
経
営
体
の
経
営
品
目
は
約
４
割
の
方

が
野
菜
で
、
次
い
で
米
・
麦
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

随
時
、
加
入
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

※
個
人
は
１
月
１
日
よ
り
、
法
人
は
事
業
開
始
月
日

が
保
険
の
開
始
期
と
な
り
ま
す
。
保
険
期
間
は
１

年
間
で
す
。

　

令
和
２
年
加
入
者
の
補
て
ん
金
に
つ
い
て
は
、

４
７
１
経
営
体
の
う
ち
１
７
０
経
営
体
（
36
％
）

が
請
求
を
行
い
、
平
均
約
１
８
０
万
円
を
お
支
払

い
し
て
お
り
ま
す
。
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
規
模
縮
小

な
ど
を
考
え
ず
に
生
産
に
専
念
で
き
た
」
な
ど
の

声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
令
和
３
年
６
月

４
日
現
在
）　

　

米
価
の
下
落
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
売
り
場
の
消
失
等
も
あ
り
、
農
家

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

挑
戦
す
る
農
家
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

つ
な
ぎ
融
資
も
好
評
で
す

令
和
４
年
１
月
か
ら

保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

加入経営体の経営品目の割合

収入減少の要因別件数（延）

野菜
39％ 気象災害

65.3％
米
32％

麦類
11％

その他
農作物
6％

果実
4％

花き
4％

豆類
2％

病害、虫害
4.2％

価格低下
2.1％

新型コロナウイルス
26.6％

病気、ケガ
1.8％

茶
2％

野菜
39％ 気象災害

65.3％
米
32％

麦類
11％

その他
農作物
6％

果実
4％

花き
4％

豆類
2％

病害、虫害
4.2％

価格低下
2.1％

新型コロナウイルス
26.6％

病気、ケガ
1.8％

茶
2％
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両
親
と
と
も
に
「
龍

ひ
か
り
」
「
春
扇
」
な

ど
５
品
種
以
上
を
手
掛

け
、
11
月
か
ら
翌
５
月

ま
で
収
穫
し
、
地
方
市

場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

収
入
保
険
に
加
入
し
、

健
康
面
で
の
リ
ス
ク
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
持
病
が
あ
り
、

通
院
が
収
穫
期
と
重
な

っ
た
場
合
、
そ
の
日
の

収
穫
が
で
き
な
く
な
り
、

経
営
に
影
響
し
ま
す
。

農
家
の
高
齢
化
が
進
む

中
、
病
気
や
ケ
ガ
で
作

業
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
、
誰
に
で
も
当
て

は
ま
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

家
族
で
の
営
農
は
、

万
が
一
の
際
に
「
代
わ

り
」
が
い
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
で
す
。
大
規
模

な
方
だ
け
で
な
く
、
家

族
経
営
の
方
に
も
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
で
加
入

を
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

　

栽
培
し
た
作
物
は
、

Ｊ
Ａ
さ
い
た
ま
の
直
売

所
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
全

６
か
所
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。
毎
回
３
時
間
ほ

ど
か
け
、
自
分
た
ち
で

配
達
し
、
陳
列
し
て
い

ま
す
。

　

多
品
目
の
野
菜
を
周

年
栽
培
し
て
い
る
の
で
、

近
年
多
発
す
る
異
常
気

象
や
自
然
災
害
に
よ
る

減
収
を
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
収
入
の
安
定
的

な
確
保
が
難
し
い
と
感

じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
農

家
の
収
入
を
包
括
的
に

補
償
で
き
る
収
入
保
険

に
加
入
し
ま
し
た
。
私

た
ち
の
経
営
安
定
の
た

め
、
リ
ス
ク
分
散
の
一

つ
と
し
て
大
切
な
保
険

で
す
。

　

ま
た
体
調
を
崩
し
て

減
収
に
な
っ
た
場
合
も

補
償
さ
れ
る
の
で
、
収

入
面
で
家
族
に
迷
惑
を

か
け
ず
に
済
む
の
も
良

い
で
す
ね
。

家
族
経
営
に
も
メ
リ
ッ
ト

今
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入

田部井　修一さん（50）

経営内容　ネギ1.4㌶

深谷市

大熊　貞夫さん（70）

　　　陽介さん（42）

経営内容　水稲５㌶、露地野菜１㌶など

桶川市

加入者
の
声

お し え て ！

特約補てん金だけ受け取った場合、
翌年の保険料は上がるの？

収　入　保　険 収　入　保　険 

第6回

Q
積
立
方
式
の
補
て

ん
金
（
特
約
補
て

ん
金
）
だ
け
受
け
取
っ
た
場

合
、
翌
年
の
保
険
料
は
上
が

り
ま
す
か
。

A
上
が
り
ま
せ
ん
。

特
約
補
て
ん
金
だ

け
を
受
け
取
る
場
合
は
、
保

険
金
支
払
財
源
に
影
響
を
与

え
な
い
こ
と
か
ら
、
翌
年
以

降
の
保
険
料
を
上
げ
る
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

降
の
保
険
料
を
上
げ
る
こ
と

合
、
翌
年
の
保
険
料
は
上
が

　
Ｊ
Ａ
南
彩
は
県
内
東
部
に
位
置
し
、
水

稲
・
梨
・
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が
盛
ん
な
地
域

で
す
。
農
家
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

一
つ
で
あ
る
農
業
保
険
の
普
及
に
つ
い

て
、
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

と
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
と
は
⋮
農
業
経
営
者
の
意
見
や
相
談
を

受
け
、
地
域
農
業
の
発
展
を
支
援
す
る
活
動
を

行
う
Ｊ
Ａ
の
営
農
組
織
で
す
。

JA南彩・TAC職員と
情報交換を行いました
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NOSAIからの
お知らせ

　

今
年
も
梅
雨
の
影
響
に
よ
り
、

病
虫
害
お
よ
び
裂
果
等
の
被
害
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
病
虫
害
の
対
策

と
し
て
は
、
適
正
な
薬
剤
散
布
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
収
穫
途
中
で
の
被
害
申
告

は
、
適
正
な
損
害
評
価
が
で
き
な

い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
お
気
づ
き

の
際
は
お
早
め
の
申
告
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

被
害
申
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
被
害
申
告
の
手
引
き
」
を
配
布

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
り
の
支
所
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
で
は
、
令
和

３
年
産
農
業
保
険
加
入
者
を
対
象

に
病
虫
害
防
除
薬
剤
や
、
鳥
獣
害

対
策
に
用
い
る
資
材
の
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

申
請
を
ご
希
望
の
方
は
、
申
請

書
と
購
入
し
た
も
の
の
領
収
書
・

納
品
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申

請
書
に
つ
い
て
は
、
近
日
配
布
い

た
し
ま
す
。

　

近
年
、
台
風
が
強
い
勢
力
を
保

っ
た
ま
ま
上
陸
し
、
関
東
地
方
で

も
観
測
史
上
１
位
と
な
る
最
大
瞬

間
風
速
や
降
水
量
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
台
風
は
、
今

後
も
発
生
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ハ

ウ
ス
の
補
強
は
も
ち
ろ
ん
、
万
が

一
に
備
え
、
園
芸
施
設
共
済
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
掛
金
の
割

引
と
し
て
、
①
集
団
加
入
割
引
、

②
主
要
骨
材
が
31
・
８
㎜
以
上
の

径
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
掛

金
の
割
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

家
畜
共
済
で
は
、
個
体
識
別
番

号
の
登
録
情
報
（
ト
レ
サ
）
を
も

と
に
加
入
個
体
の
確
認
を
い
た
し

ま
す
。
牛
の
出
生
や
導
入
で
頭
数

が
増
え
た
場
合
や
、
死
亡
や
譲
渡

が
あ
っ
た
場
合
に
は
速
や
か
に
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

共
済
金
の
支
払
い
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
期
末
調
整
に
お
い
て
も

ト
レ
サ
情
報
を
も
と
に
１
年
間
の

飼
養
実
績
を
確
定
し
ま
す
。
届
け

出
に
漏
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

果
樹
共
済

   

損
害
防
止

  

園
芸
施
設
共
済

　
損
害
防
止
費
助
成
申
請
を

　
受
付
中

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

  

家
畜
共
済

　
ト
レ
サ
の
登
録
を
忘
れ
ず
に

　
被
害
申
告
は
お
早
め
にナシ：カメムシによる吸汁害

【申請書提出期限】

共済目的 提出期限

農作物共済 水稲 11月10日

果 樹 共 済 なし・ぶどう 11月19日

畑作物共済

スイートコーン 8月10日

蚕繭 11月10日

大豆 令和4年1月7日

農林水産省 HP QR コード

ハウスの点検・補修等を
確実に実施し、豪雨や台
風襲来に備えましょう！
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落
雷
発
生
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
お
手
持
ち
の
テ
レ
ビ
や
パ
ソ

コ
ン
と
い
っ
た
大
切
な
家
具
類
へ

の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

建
物
共
済
で
は
、
住
宅
な
ど
に

合
わ
せ
て
、
家
具
類
へ
の
ご
加
入

を
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
。
落

雷
事
故
な
ど
に
よ
り
損
害
を
受
け

や
す
い
家
電
製
品
な
ど
の
家
具
も

補
償
さ
れ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
と
し
て
、
左
記
の
こ
と
を
掲
げ
、

遵
守
し
て
お
り
ま
す
。

　
⒈   

三
密
を
徹
底
的
に
回
避

し
ま
す

　
⒉   

感
染
防
止
の
対
策
を
行

い
ま
す

　
⒊   
安
全
の
た
め
の
設
備
に

し
ま
す

　
⒋   

新
し
い
働
き
方
に
向
け

努
力
し
ま
す

　

ま
た
、
農
家
訪
問
す
る
際
に
は
、

事
前
の
連
絡
を
し
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
話
を
簡
潔
に
す
る
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
ま
す
。
各
事
務
所
で

は
、
受
付
に
消
毒
液
や
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

適
正
で
確
実
な
事
業
運
営
を
実

施
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
共
済

掛
金
等
の
納
入
は
金
融
機
関
か
ら

の
口
座
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
（
農
協
）
以
外
の
金
融
機

関
も
お
取
り
扱
い
で
き
ま
す
。
口

座
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

収
入
保
険
と
農
業
共
済
の
詳
し

い
説
明
は
も
と
よ
り
、
農
家
の
営

農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。（
月
４
回
発
行
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
で
は
、
通
常

年
間
５
，
５
２
０
円
の
と
こ
ろ
、

年
間
３
，
０
０
０
円
で
ご
購
読
い

た
だ
け
ま
す
。（
差
額
分
は
組
合
が

負
担
し
ま
す
）

　

購
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最

寄
り
の
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

  

農
業
共
済
新
聞

　
地
域
の
情
報
が
満
載

　
掛
金
な
ど
の
納
入
は

　
安
心
な
口
座
振
替
で

  

共
　
通

　
安
心
・
安
全
の
環
境
作
り

  

建
物
共
済

　
家
具
類
へ
の
対
策
は
十
分

　
で
す
か
？

本　　　所 〒330-0835　さいたま市大宮区北袋町1-340　℡ 048-645-2141

家畜診療所 〒360-0843　熊谷市大字三ヶ尻322（北部統括支所内）　℡ 048-598-7490

中部統括支所 北部統括支所 東部統括支所
〒350-0011　川越市大字久下戸3523-1

℡ 049-235-8711
〒360-0843　熊谷市三ヶ尻322　

℡ 048-533-8030
〒361-0012　行田市大字下須戸913　

℡ 048-559-1588
東松山支所 本庄支所 宮代支所

〒355-0035　東松山市大字古凍28-1
℡ 0493-22-0655

〒367-0046　本庄市栄3-8-20　
℡ 0495-21-0255

〒345-0831　宮代町大字須賀700-1　
℡ 0480-32-1015

上尾支所 秩父支所 越谷支所
〒362-0005　上尾市大字西門前523-1

℡ 048-779-6911
〒368-0013　秩父市永田町1-8　

℡ 0494-22-0647
〒343-0011　越谷市増林2-82　

℡ 048-965-7251

連絡先

◀
「
家
具
類
」
加
入
イ
メ
ー
ジ

住　宅 家具類

＋＋

エアコン・イ
ンターホン・
換気扇など

テレビ・パソ
コン・冷蔵庫
など



埼
玉

第
1
7
号
　
2
0
2
1
年
7
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://nosai-saitam

a.or.jp/
発
行
　
埼
玉
県
農
業
共
済
組
合

〒330－0835 さいたま市大宮区北袋町1丁目340番地
　　　　　　ＮＯＳＡＩ埼玉　広報係　行

宛先としてハガキに貼って活用してください。

問
題  　
　

第
５
回
通
常
総
代
会
で
審
議
さ
れ
、

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
の
数
は
？

ヒ
ン
ト
は
２
ペ
ー
ジ

応
募
方
法

は
が
き
に
①
答
え
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
要

望
な
ど
を
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
３
３
０

－

０
８
３
５

　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北
袋
町
１
丁
目

３
４
０
番
地　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
広
報
係  

宛

締
切
り

　

令
和
３
年
９
月
30
日
㈭　

当
日
消
印
有
効

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
、
蓮
田
市
の
Ｑ
ｕ

ｉ
Ｑ
ｕ
ｉ
渋
谷
農
園
か
ら
お
す

す
め
３
点
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
い
た
し
ま
す
。
当
選
者
の
発

表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

■
組
合
広
報
紙
第
15
号
の
答
え

　
答
え

３
月
15
日　

　
応
募
総
数
　
１
６
６
通

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

表
紙
の
家
族

後
列
右
か
ら
　
　
山
口
　
宗
寿
さ
ん
（
24
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
子
さ
ん
（
69
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
正
さ
ん
（
74
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
英
さ
ん
（
39
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紘
世
ち
ゃ
ん
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泰
司
さ
ん
（
39
）

前
列
右
か
ら
　
　
　
　
　
夕
葵
ち
ゃ
ん
（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽
花
ち
ゃ
ん
（
7
）

　
「
未
経
験
者
も
働
き
や
す
い
、
人
が
集
ま
る
労
働
環
境

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は
、
深
谷
市
町
田
で
株

式
会
社
グ
リ
ー
ネ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
を
経
営
す
る
山
口
さ

ん
家
族
。
深
谷
ね
ぎ
を
主
力
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
露
地
野
菜
を
約
18
㌶
、
自
家
用
米
20
㌃

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
よ
り
、
万
が
一
の
リ
ス
ク
に
備
え
収
入
保

険
に
加
入
。「
従
業
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
若

い
人
た
ち
に
農
業
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
泰

司
代
表
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

たくさんの
ご応募
ありがとう
ございました。

2019年10月１日より、通常はがき料金が
62円 ➡ 63円に変更になりました。

組
合
員
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
組
合
の
運
営

に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
方
が
食
を
守
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

特
に
農
業
に
熱
意
を
持
っ
て
い
る
方
が
増
え
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

60
代　

女
性
Ｈ
さ
ん
（
滑
川
町
）

●
娘
の
夫
は
、
今
朝
は
雲
海
が
見
ら
れ
そ
う
だ
と
い
っ
て
秩
父

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
に
写
真
を
撮
り
に
行
き
ま
し
た
。

80
代　

女
性
Ｍ
さ
ん
（
と
き
が
わ
町
）

●
押
印
が
省
略
可
能
に
な
り
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
良
い
こ
と
で
す
ね
。

80
代　

男
性
Ｓ
さ
ん
（
熊
谷
市
）

●
限
ら
れ
た
紙
面
で
掲
載
記
事
を
楽
し
み
に
拝
読
し
て
い
ま
す
。

農
を
彩
れ
・
加
入
者
の
声
が
よ
か
っ
た
で
す
。

80
代　

男
性
Ｏ
さ
ん
（
熊
谷
市
）

●
組
織
が
大
き
く
な
っ
て
身
近
な
共
済
で
は
な
く
な
っ
て
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

60
代　

女
性
Ｓ
さ
ん
（
深
谷
市
）

●
「
我
が
家
の
一
品
」
を
観
て
は
家
族
に
料
理
を
提
供
し
て
喜
ば

れ
て
お
り
ま
す
。

60
代　

男
性
Ｍ
さ
ん
（
本
庄
市
）

●
生
産
者
が
、
新
鮮
な
品
を
消
費
者
に
、
工
夫
を
し
な
が
ら
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
で
す
ね
。

60
代　

女
性
Ｓ
さ
ん
（
越
谷
市
）

●
広
報
紙
を
見
る
の
が
楽
し
く
な
る
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
さ
い
た
ま

は
、絵
、写
真
、文
字
も
カ
ラ
フ
ル
で
親
し
み
や
す
く
見
や
す
い
。

60
代　

女
性
Ｉ
さ
ん
（
越
谷
市
）

今
後
と
も
、
ご
意
見
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８
－
６
４
５
－
２
１
４
１


